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に引き続く論考であり，第8回大会分のコース，実施記
録，選手名，順位，タイム，大会の特色等を明らかに
する。
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〈要旨〉
第1回開催（1968）から第10回大会（1977）まで行われた「全日本学生選抜能登半島一

周駅伝競走大会」（「能登駅伝」）は，かつて日本大学三大駅伝と言われた大会のひとつで
あった。筆者らは，この日本学生選抜能登半島一周駅伝競走大会の開催・廃止過程を明
らかにすることを目的に，第1回開催（1968）から第7回大会（1974）までの各大会のレ
ース概要とチーム，選手，区間ごとの競技記録等をまとめてきた。本稿では，第8回大会
（1975）のレース概要とチーム，選手，区間ごとの競技記録をまとめ，報告する。
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後援は日本学生陸上競技連合，石川県，富山県，関係市
町。主管は石川陸上競技協会，富山陸上競技協会である。
参加チームは，北海道選抜，東北選抜，北信越選抜，日

本体育大学，順天堂大学，大東文化大学，東京農業大学，
中京大学，大阪体育大学，京都産業大学，中・四国選抜⑸

である。前回大会出場した大阪商業大学が不参加で11チー
ムの参加。第8回大会プログラムによれば，コースや通過
予想タイムなどは前回大会と全く同様である。

第8回大会の見所について11月16日の読売新聞朝刊⑹は
次のように語る。

今大会の最大の見所は，前回大接戦の末，宿願の打倒日
体大を果たした大東文化大が2連覇を遂げるか。7連覇を
阻止された古豪日体大の巻き返しが成るか。また，参加2
回目の順天堂大，前回4位の東京農大が両校に迫るか―な
ど。中京大や京都産業大など中部，関西勢も“関東勢何す
るものぞ”と，ひそかに上位進出を狙っている。各チーム
の戦力を探ってみると，大東文化大は，前回，3回連続し
て区間新，区間最高記録を作り，日体大のV7阻止の立役
者になった大久保をはじめ，今年の全日本学生陸上選手権
10000m2位の秋枝，菊池，松本，金田，塩野，橋口ら，前
回大会や今年の箱根駅伝の経験者を揃え，他チームからう
らやましがられる布陣。日体大も，笹淵，高橋，村上らの
中心選手が抜けたものの，2年生以上の全員が，今年の箱
根駅伝を経験。10000mで29分台をマークした関を筆頭に，
塩塚，和田，荒野，北中らが卒業生の穴を十分に埋め，選
手層の厚さでは大東文化大に引けを取らない。駅伝男，岡
野監督に鍛えられた各選手は「前回の苦汁は2度と舐めた
くない」と，前回とは立場を変え，“打倒大東文化大”に闘
志を漲らせている。この2校を追う順天堂大，東京農大は，

全日本学生20kmレース7位の小倉をはじめ，朝倉，木崎，
元山，新原，田中（以上順天堂大），同20kmレース1位の
山岡，4位の丸橋，小菅，藤本，佐藤（以上東京農大）が
安定した力を持っており，調子も上向き。「前回は未知のコ
ースに泣かされたが，今年は経験を活かして実力をフルに
出す」（沢木順天堂大監督），「前回の服部のような超エース
はいないが選手は粒揃い」（中村東京農大監督）と自信満々。
中部地区唯一の出場校，中京大は，前回，関東勢の前に

善戦及ばず，5位に甘んじただけに，3，4年生中心にチ
ームを編成，上位進出を狙っている。全日本学生選手権
3000m障害の優勝者，田中盟主将を中心に，マラソンで鳴
らした中尾監督の好采配が見物。
関西の大阪体育大，京都産業大も各選手のレベルが上が

っており，東北，北海道，中･四国各学連チームも強化合
宿などでチームワーク作りをし，ファイトを燃やしている。
地元の北信越学連チームは，今大会のため，先月，福井

で選手選考会を開いたほど。かつてない選手層の厚さを見
せている。金沢大，金沢工大，金沢経済大の金沢勢が主力
を占めている。監督2年目の向田監督は「地の利を活かし
たレース運びで，他の学連チームには勝ちたい」と目標を
8位に置き，早朝練習でコンディションを作りに懸命。北
信越学生長距離界の第一人者表（金沢経済大），前回活躍
した堀（金沢大），新鋭の立蔵，草間（金沢工大）と役者
が揃って期待できそう。

開会式の様子について読売新聞11月22日朝刊⑺は次のよ
うに報じている。

開会式では，北信越学生陸上競技連盟の野田光浩幹事長
が開会宣言。前回総合優勝の大東文化大から優勝旗が返還
され，代わりにレプリカが同大へ贈られた。挨拶では，木村
一義読売新聞北陸支社長が「同じ長距離を走るのでも，マラ
ソンは自分と戦いながら個人の記録への挑戦。駅伝は，それ
にチームワークが加味される特殊な団体競技だ。能登駅伝は
まさに人生の縮図である。人生の自信に繋げてほしい」と選
手たちを激励した。引き続き，米沢八作高岡市教育長らの祝
辞，坂井敏夫審判長の競技上の注意などがあり，相原忠英
大会委員長（同支社業務部長）が，参加チームにそれぞれの
カラーを示すたすきを手渡した。これに対し，参加選手を代
表して中･四国学連チームの斎藤英美主将（広島大4年）が
「スポーツマン精神にのっとり，最後まで走り抜きます」と力
強く宣言。開会式を終えた。今年のレースは，2連勝を目指
す大東文化大，昨年V7を阻止されて巻き返しを図る日体大，
“世界の長距離選手”の沢木啓祐新監督を迎えた順天堂大，
上位入賞のため若い力を大量導入する地元・北信越学連など，
話題は豊富。それだけに駅伝の沿道ファンも期待がいっぱい

写真2．第8回大会コース図及び通過予想時刻表
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で，小旗の歓迎や激励をしようと，スタートを待ちかねてい
る。参加11チームのたすきの色は，北海道学連=青色，東北
学連=緑色，北信越学連=赤色，日体大=茶色，大東文化大
=黄緑，順天堂大=紺色，東京農大=黄色，中京大=朱色，
大阪体育大=空色，京都産業大=桃色，中･四国学連=橙色。

第1日目　大東大，2連覇へ快走
読売新聞11月23日朝刊⑻は次のように報じている。

11月22日，第1日目の気温は10.9度，湿度60％，快晴と
いう絶好のコンディション。午前9時，読売新聞北陸支社
前を木村一義大会副会長（同支社長）の号砲で一斉にスタ
ートした11選手は，晩秋の北陸には珍しい青空の下，軽快
な足取りで氷見海岸沿いに一路能登半島を北上した。スタ
ートから抜きつ抜かれつの手に汗握る好レースを展開。沿
線の住民は，選手一人ひとりに小旗を振っていっぱいの声
援を送った。1区は，高岡市国分を過ぎる6km地点まで
一団となって通過。雨晴海岸に出る頃には，混戦から北中
（日体大）がわずかにリードを奪った。これを重成（順天
堂大），伊藤（大東文化大），田中敏（中京大），丸橋（東
京農大）が一線となって追い，わずかに遅れて江口（中･
四国学連），末永（東北学連），西田（京都産業大）らが続
いた。地元，北信越学連チームは，8km地点でトップグ
ループから200m余り引き離され10位と，1区からやや苦
しい戦い。第1中継点の氷見市・日宮神社前では，北中が
54分29秒の区間新記録で一着。順天堂，大東文化，中京，
東京農各大学も55分台で第二走者にたすきを渡した。2区
は，3日間の全コースを通じて最長の18.9km。各チームと
もスタミナのあるエース級を投入。中でも毛利（中京大）
は，力強い足取りでぐんぐん追い上げ，次々に前の走者を
捕らえた。氷見市大境の県境付近では，トップの関（日体
大）と激しいデットヒート。10km地点の下り坂では，関
に50m余りの差を付け，3区の中瀬へ。東京農大も好調山
岡が，期待通りの力走を見せて，区間2着で黒崎中継点に
入った。5区に入り，首位争いは大東文化大の切り札，大
久保の快走で一転した。小菅（東京農大），関口（日体大），
大久保と，それぞれ約200m間隔で中島中継点を出発した
先頭グループは，5km地点で関口が小菅を捕らえてトッ
プに出た。大久保も昨年大会で3日間連続区間新，区間最
高記録保持者らしく，上り坂を速いピッチで駆け上り，首
位との差を縮め，穴水中継点まで約200mで，ついに先頭
に出ていた関口を抜き去って，大東文化大は待望の首位
に躍り出，首位争いは大東文化大，日体大の2校に絞られ
た。6区の穴水―上曾山間では波静かな能登内浦を右手に
後藤（大東文化大）と日下（日体大）がぴったりくっつい
て互いに一歩も譲らない接戦を続け，中間点を過ぎるころ

から後藤がピッチを上げ，33秒差で7区に引き継いだ。大
東文化大にとっては，この後藤の予想以上の力走（青葉監
督）が大きかった。7，8区で日体大の中村，荻谷の巻き
返しにあったが松岡，岩元が堅実なレースで首位を守っ
た。9，10区では塩野，菊池が好タイムでじわじわ日体大
との差を広げ，1日目で初のトップを奪った。前半好調に
飛び出した中京大は3，4，5，7区でのブレーキが痛く，
3位の東京農大と3分27秒差で4位。首位争いに参加する
と見られた順天堂大は，1区重成，5区田中らの活躍があ
ったもののペースに乗れず，5位に甘んじた。
このほか関西勢の京都産業大，大阪体育大は，通算タ

イム7時間40分台と奮戦，北信越学連チームは表（金沢経
大），堀（金沢大）が区間で8着に入る健闘を見せ，東北
学連に4分5秒差で10位に食い込んだ。

さらに，沿道の応援の様子を次のように述べる。

この駅伝は，能登半島国定公園指定を記念して発足した
ものだけに，七尾市役所では「手のすいた人は，駅伝の応
援に出てください」と庁内放送。このため市職員が市役所
前の中継点付近に出て，読売旗を振りながら声援。春木秀
夫助役も「スポーツに打ち込む若い人を見るのは本当に好
きだ」と言って「頑張れ，頑張れ」の連発。汗だらけで力
走する選手たちをねぎらったり，励ましたり。
第4中継点の鹿島郡中島町に入る手前では，紙製ながら
長さ6mもの「ガンバレ・ファイト」と書かれた横断幕が張
り出されていた。県立中島高校陸上競技部（30人）が今年
も大学のお兄さんたちの健闘振りを称えようと，急ぎで作
ったもので，下校途中の生徒たちは沿道に並んで声援。選
手が通るごとに，「ファイト」などの掛け声と拍手を送った。

下校途中の児童生徒も立ち止まって応援している様子が
掲載されている。また，「駅伝がやってくると能登の冬は
近い。本格的な鰤のシーズンがやってくる」と漁師が語っ
ていることから地元の人々にとって，毎年恒例の行事とし
て親しまれていることがわかる。

第2日目　日体大逆転，死闘の1秒差
2日目のもようを読売新聞11月24日朝刊⑼は次のように

報じている。

第2日目の奥能登地方は，前日の好天から一変，冷え込
みが強く時折激しい霙が降るあいにくの天気。選手たち
は，頭からずぶぬれになって，内浦から外浦をひた走り。
2日目のゴール，輪島市役所に向けて力走した。日曜日と
あって，沿道には家族ぐるみの見物の姿も目立ち，奥能登
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観光客も混じっての声援が飛び交い，駅伝ムードは最高
潮。珠洲市役所をスタートした11選手は，珠洲市街地を一
団となって通り抜けた。7km過ぎる中間点付近から，レ
ース展開は日体大，大東文化大が飛び出し，1日目後半と
同じレース展開になった。粟津中継点では和田（日体大）
が43分3秒の区間新記録でたすきを竹林に渡し，6秒遅れ
て小林（大東文化大）も区間新記録で12区の宮地へ引き継
いだ。同中間点では，大東文化大に続き東北学連の末永が
健闘して3着，東京農大，北海道学連，中京大，順天堂大
の順で通過した。12区からは日体大，大東文化大の両校
が，完全に他チームを引き離し，首位争いは2校に絞られ
た。13区は16.17kmと，2日目の最長区間。しかもラケッ
ト道路など起伏と曲折が随所に出てくる難コース。12区で
約100mのリードを奪った日体大は輿水が白い手袋を軽快
に振るきれいなフォームで飛ばした。追う大東文化大は，
前日2人抜きで首位に立つ立役者になった大久保が，力強
いフォームで輿水を追い，追い越せるかどうか，この日
最大の見せ場を作った。大久保は前半，6km地点で一時，
輿水を追い上げ，差を50mにまで縮めたが，中間点付近で
は輿水がまた差を広げ，監督者からの指示も，「いち，に，
いち，に」とハイピッチで激励する。あと1kmで大久保
がスパートしたが結局，追いつけず，ゴールでの輿水との
差は10m余り。大東文化大の首位奪回は，14，15区に持ち
込まれた。結局，日体大は，13区で大久保の追走をかわし
た輿水の力走と，続く14区で，区間最高タイムを出した斗
高，15区の照井の頑張りがものを言い（岡野日体大監督），
大東文化大の懸命の追い込みをかわし，わずか1秒差では
あったが，通算でも逆転して首位に立った。
1日目，3，4位の東京農大，中京大は，藤本，壱岐（東

京農大），田中盟，前（中京大）が健闘したが，悪天候に
記録を縮めることが出来ず，日体大，大東文化大との差を
詰められなかった。
下位グループでは，東北学連，北海道学連の踏ん張りが

目立ち，最終日，北信越学連，中･四国学連などの順位争
いも興味がある。

第3日目　北中VS大久保で決着
最終日のもようを読売新聞11月25日朝刊⑽は次のように

報じている。

最終日のハイライトは，2日目に，わずか1秒差で“逆転
首位”に立った日体大と，これを追う大東文化大のトップ争
い。輪島市役所前をスタートする，この日最初の16区は，こ
の2校に巻き返しを狙う順天堂大，東京農大，大阪体育大，
中京大が加わり，区間1着の新原（順天堂大）から6着の前
（中京大）までが区間新記録と言うハイペースのレース展開
になった。霰に降られた17区では，中京大，大阪体育大，
順天堂大，東京農大がやや遅れを取り，先頭に出た北中（日
体大）を3日連走の大久保（大東文化大）が追い，山道を
縫って，中継点の門前に向かった。大東文化大は，大久保
の快走を期待し，この区間で一気にトップに出る作戦だった
が，6.5kmの中間点付近で，一時は大久保が北中を15m差ま
で追い上げたものの，北中の好走の前に抜ききれなかった。
中継点まであと3.7kmの地点では，大久保に疲れが出て

逆に北中に引き離され，16区からの通算で27秒の差をつ
けられて18区へ引き継いだ。日体大は北中の頑張りが物を
いい（岡野監督），18区以後も，和田，塩塚，山根，荒野，
日下が区間新記録を出す力走を見せ，大東文化大の中盤ブ
レーキにも助けられて差をぐんぐん広げた。21区への中継
では3分35秒引き離し，最終の26区では，5分1秒という
予想外の差をつけた。
この日，好調なスタートを切った順天堂は，19区で小倉

が38分16秒の好タイムを出して，3位を走っていた丸橋（東
京農大）を抜いた。その後も重成（21区），田中（22区）
が飛ばし，ブレーキを起こした大東文化大をも追い抜く大
活躍を見せ，通算で3位に食い込み，気を吐いた。「打倒
関東勢」を目指す中京大もこの日の通算で6時間41分58秒
と前回の記録を大幅に更新。上位陣を脅かす存在に躍進。
今後の活躍に明るい材料を残した。また，大阪体育大，京
都産業大の両校は，総合順位こそ前回と同じ6，7位にと
どまったが，いずれも記録を短縮。北信越学連チームも28
分余りも短縮するなど各学連チームも，下位に甘んじたと
いえ，各選手の走法などに進歩の跡が見られ，大きな収穫
だった。また役員の様子を次のように述べる。

羽咋郡富来町生神の三差路で「監察員」の腕章をはめ，
手際よく車をさばいていたのが富来町長の雲田登さん。（中
略）歯を食いしばって力走する選手には「がんばれ」。一方，
大会関係者には「ご苦労さん」と声をかけて回り，この“駅
伝町長さん”は，この日，大車輪の活躍ぶりだった。
最終区間の森本―金沢間は，市街地なので交通量が多い。

このため金沢東警察と星稜高校陸上部員が出て，交通整理。

写真3．�門前町剱地中継点にて，冷雨の中，たすきを繋げる
選手たち（読売新聞11月25日）
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さらに沿道の応援の応援風景についても次のように報じ
ている。

羽咋郡押水町今浜の十字路では「頑張れ，第8回能登駅
伝」と大書した横断幕を広げ，手には参加11チームのプラ
カードを持ち，声を張り上げて，応援する高校生の一団が
目立った。近くの宝達高陸上部の1年男女十数人で，この
駅伝監察員兼石川県陸協の強化部長をしている小町勗宝達
高教諭の「一流選手が走る駅伝を見てみろ」という指示で，
応援にはせ参じることになったもの。

第8回大会講評
第8回大会について読売新聞11月25日朝刊⑾で坂井敏夫

審判長が次のように講評している。

1日目は好天に恵まれたが，2，3日目は悪天で苦しい
レースになったにも関わらず，選手は良く頑張った。記録
的には，1日目，3日目に区間新記録の多くが更新された。
総合タイムでは，日体大，大東文化大の両校が，昨年の大
会記録を7分以上も上回り，全体的に，記録の短縮には目
を見張るものがあった。この裏には，休日に早朝から沿道
に出て声援してくれた多くの地元の人たち，また各中・高
校陸上部の横断幕などを持ち出しての応援があり，温かい
人情が選手たちの励みになった。トップがこれほどめまぐ
るしく変わったことも過去になかったことで，濃くチーム
の力の接近も強く感じた。ただ，依然として関東などの単
独チームとそのほかの学連チームとの力の差が大きかった
のは残念で，この中間の穴を埋める意味で，大阪体育大や
京都産業大などの“あと一歩”の奮起を望みたい。

表1．第8回大会の記録
チーム名（監督）

区間
日本体育大学
（岡野　章）

大東文化大学
（青葉昌幸）

東京農業大学
（中村　実）

順天堂大学
（沢木啓祐）

中京大学
（中尾隆行）

大阪体育大学
（小林智志）

京都産業大学
（伊東輝雄）

東北学連
（高橋真澄）

中国・四国学連
（久保田康毅）

北信越学連
（向田和義）

北海道学連
（大村良治）

1 高岡 18.0km 北中　純一
①54.29

伊藤　敏康
③55.27

丸橋　久良
⑤55.46

重成　敏史
②55.13

田中　敏彦
④55.34

森　　久志
⑨56.47

西田　義則
⑧56.44

末永　　真
⑦56.36

江口　　修
⑥56.09

浄土　成記
⑩59.47

田村　利光
⑪1.03.59〜氷見

2 18.9km 関　　英雄
③58.28

橋口　　弘
④1.00.00

山岡　秀樹
②57.45

新原　保徳
⑥1.01.20

毛利　奉文
①57.08

高岡　光男
⑦1.02.27

井上　正氏
⑤1.00.29

高橋　　守
⑪1.07.41

横山　　暁
⑨1.06.02

立蔵　義春
⑩1.06.21

土田　雅満
⑧1.04.58〜黒崎

3 15.7km 荒野　吉之
②48.48

松本　　始
①48.13

藤本　孝明
③48.56

小倉　庸夫
④50.34

中瀬　敬夫
⑤51.22

大城　一利
⑥51.30

伊藤　博幸
⑦52.19

鈴木　長敏
⑪1.00.09

新田　秀樹
⑧54.32

山本　　進
⑩55.26

阿部　　茂
⑨55.21〜七尾

4 18.1km 塩塚　秀夫
③57.17

秋枝　実男
②56.14

山本　吉光
①56.02

木崎　和夫
④57.40

田中　盟三
⑤58.03

藤田　洋介
⑦59.53

村松丈太郎
⑥58.59

佐藤　健二
⑨1.02.34

沖　　幸治
⑪1.04.37

表　　和夫
⑧1.02.26

林　　卓司
⑩1.04.35〜中島

5 16.7km 関口　孝久
②50.33

大久保初男
①49.41

小菅　勝己
④52.48

田中　　登
③52.42

原　　勝利
⑤54.18

平山　　猛
⑧57.13

藤倉　　勇
⑥55.00

村上　公徳
⑦56.18

石原　安典
⑨57.39

山本　太一
⑩57.54

遠藤　正彦
⑪1.00.23〜穴水

6 11.0km 日下　賀之
②34.27

後藤　守利
①33.54

黒岩　哲夫
③34.53

出ノ口康生
⑥35.33

上園　政治
④35.10

森崎　敏隆
⑤35.15

山口　隆樹
⑧37.04

扇子　　弘
⑦36.48

井川　浩一
⑩38.39

木村　直樹
⑨38.15

小林　健二
⑪39.55〜上曽山

7 11.4km 中村　高行
①33.37

松岡　良隆
②33.39

岩瀬　哲治
③33.52

中橋富士夫
④34.26

西井清四郎
⑥34.37

葦原　慶治
⑤34.30

今北　友幸
⑦36.08

三浦　文男
⑧37.10

白石　昭彦
⑨38.00

北川　貢夫
⑪39.37

山田　　哲
⑩38.09〜鵜川

8 9.0km 萩谷　隆司
①27.10

岩元　修一
②27.29

小島　　要
⑤28.52

川口　春実
④28.31

中島　敏一
③27.57

木村　和義
⑦29.15

田中　義彦
⑨30.11

谷地田幸男
⑩30.24

山崎　佳孝
⑥29.08

今井　行雄
⑪30.57

佐藤　五郎
⑧29.33〜宇出津

9 12.3km 山根　信二
②37.50

塩野　一昭
①37.41

小野寺貞夫
⑥40.36

元山潤次郎
③38.41

佐々木　哲
⑤39.58

加藤　　暢
④39.51

山口　　潔
⑧41.19

安達　正敏
⑦41.12

高沢　有二
⑨42.45

草間　　進
⑩42.58

大原　和起
⑪43.14〜松波

10 10.7km 石井　隆士
③32.46

菊池　一成
①32.09

福田　栄作
⑤33.43

朝倉　忠勝
④33.05

長友　清美
②32.33

和久田　弘
⑨36.28

木村　憲二
⑥34.12

山田喜生男
⑩36.41

石田　秀樹
⑦35.45

堀　貴志夫
⑧35.55

青山　延広
⑪37.17〜珠洲

第一日 141.8km ②7.15.25 ①7.14.27 ③7.23.13 ⑤7.27.45 ④7.26.40 ⑦7.43.09 ⑥7.42.25 ⑨8.05.33 ⑧8.03.16 ⑩8.09.38 ⑪8.17.24

11 珠洲 14.4km 和田　誠一
①43.03

小林　雄二
②43.09

岩瀬　哲治
④44.30

竹本　英利
⑦45.16

宍戸　春寿
⑥45.02

葦原　慶治
⑧45.49

吉田　昭男
⑨46.57

末永　　真
③44.25

下前　克己
⑪51.48

山内　正人
⑩50.00

田村　利光
⑤44.32〜粟津

12 6.9km 竹林　昌広
③20.58

宮地　敏孝
⑤21.25

藤本　孝明
②20.48

入江　利昭
⑦21.57

田中　盟三
④21.18

高岡　光男
①20.46

宮本　志郎
⑧22.39

三浦　文男
⑩22.51

江口　　修
⑥21.56

足立　利弘
⑪23.24

佐藤　五郎
⑨22.45〜狼煙

13 16.7km 輿水　勝美
②51.47

大久保初男
①51.22

壱岐　利美
③54.11

竹島　勝己
⑤54.54

星島　隆昌
⑥54.56

藤田　洋介
④54.13

山口　晴久
⑧56.41

星　　文男
⑨57.06

川口　　誠
⑦56.28

草間　　進
⑪1.00.21

中西　弘和
⑩59.08〜大谷

14 17.5km 斗高　克敏
①55.02

阿部　和美
②56.26

坂口　正人
⑤58.33

箱崎　公平
④58.21

前　　政信
③56.51

木村　　俊
⑥59.39

中田　英一
⑧1.00.45

岩谷　雅彦
⑨1.01.23

斉藤　英美
⑪1.03.51

森　喜太郎
⑦1.00.29

田村　祐一
⑩1.02.15〜南志見

15 15.1km 照井　典勝
②47.58

金田　五郎
①47.25

保谷　藤樹
③48.27

中橋富士夫
⑤49.29

西井清四郎
④48.45

池田　　功
⑩52.56

藤川　秀幸
⑦50.33

高橋　　守
⑧50.50

登井　啓文
⑪53.12

浄土　成記
⑨51.10

土田　雅満
⑥49.52〜輪島

第二日 70.6km ①3.38.48 ②3.39.47 ③3.46.29 ⑤3.49.57 ④3.46.52 ⑥3.53.23 ⑧3.57.35 ⑦3.56.35 ⑪4.07.15 ⑩4.05.24 ⑨3.58.32

通算 212.4km ①10.54.13 ②10.54.14 ③11.09.42 ⑤11.17.42 ④11.13.32 ⑥11.36.32 ⑦11.40.00 ⑧12.02.08 ⑨12.10.31 ⑩12.15.02 ⑪12.15.56

16 輪島 7.8km 中村　高行
②23.30

佐藤　修一
④23.35

山崎　寛司
③23.32

新原　保徳
①23.17

前　　政信
⑥24.41

森崎　敏隆
⑤24.32

今北　友幸
⑦25.10

鈴木　長敏
⑧25.12

井川　浩一
⑩26.42

足立　利弘
⑨25.25

小林　健二
⑪27.19〜上縄又

17 13.1km 北中　純一
①39.18

大久保初男
②39.40

藤本　孝明
⑤40.16

入江　利昭
⑥40.51

長友　清美
④40.02

高岡　光男
③39.58

井上　正氏
⑦41.11

星　　文男
⑧43.36

高沢　有二
⑩44.43

山本　　進
⑪45.20

佐藤　五郎
⑨43.41〜門前

18 11.4km 和田　誠一
①33.44

塩野　一昭
②34.18

黒岩　哲夫
④35.15

竹島　勝己
③35.14

上園　政治
⑤35.18

葦原　慶治
⑥35.41

木村　憲二
⑦36.15

安達　正敏
⑨37.20

新田　秀樹
⑧37.02

棟朝　秀一
⑩39.32

鈴木　　哲
⑪40.44〜剱地

19 12.8km 塩塚　秀夫
①37.43

秋枝　実男
③39.18

丸橋　久良
⑤40.31

小倉　庸夫
②38.16

金田　泰三
⑦41.37

大城　一利
④40.16

西田　義則
⑥40.52

村上　公徳
⑧41.45

白石　昭彦
⑩43.01

牧　　昭夫
⑨42.59

野戸　美治
⑪46.14〜富来

20 15.1km 関口　孝久
①45.50

松本　　始
③46.50

小野寺貞夫
⑥48.31

朝倉　忠勝
②46.38

田中　敏彦
④47.34

森　　久志
⑦49.25

村松丈太郎
⑤48.20

佐藤　健二
⑧49.52

山崎　佳孝
⑨50.42

立蔵　義春
⑩51.18

阿部　　茂
⑪52.28〜直海

21 8.6km 山根　信二
②25.41

橋口　　弘
④25.59

保谷　藤樹
⑤26.13

重成　敏史
①25.15

原　　勝利
③25.46

藤田　洋介
⑥26.24

宮本　志郎
⑧27.10

菊地　　洋
⑩29.31

松井　幸也
⑦27.06

半田　宗義
⑨28.21

宮崎　俊彦
⑪30.48〜志賀

22 14.1km 荒野　吉之
①41.37

後藤　守利
④42.39

山本　吉光
②41.45

田中　　登
③42.30

家門　広嘉
⑥44.41

加田　普士
⑧45.53

藤倉　　勇
⑤44.20

岩谷　雅彦
⑦45.12

石原　安典
⑨46.36

菊池　芳次
⑪49.17

遠藤　正彦
⑩47.57〜羽咋

23 15.6km 関　　英雄
③47.37

菊池　一成
④48.01

山岡　秀樹
②47.31

木崎　和夫
⑤48.37

毛利　奉文
①47.20

平山　　猛
⑧50.31

伊藤　博幸
⑦49.54

扇子　　弘
⑨52.19

石田　秀樹
⑩53.24

森　喜太郎
⑪53.55

田村　利光
⑥49.03〜高松

24 12.8km 輿水　勝美
②39.46

松岡　良隆
③39.51

福田　栄作
⑤40.58

元山潤次郎
①39.27

中瀬　敬夫
④40.44

山本　一彦
⑦42.21

山口　　潔
⑤40.58

北村　良孝
⑨43.47

横山　　暁
⑧42.40

表　　和夫
⑪45.35

青山　延広
⑩44.31〜津幡

25 7.4km 日下　賀之
①21.44

岩元　修一
③21.59

加藤　安信
④22.36

斉藤　正行
⑤22.45

中島　敏一
②21.45

坂口　隆一
⑩24.43

藤山　孝志
⑪25.13

成沢　正宏
⑧24.29

川口　　誠
⑥23.12

中村　洋幸
⑨24.35

林　　卓司
⑦24.07〜森本

26 10.5km 竹林　昌広
④32.40

金田　五郎
①32.01

小菅　勝己
②32.29

出ノ口康生
⑧34.34

田中　盟三
③32.30

加藤　　暢
⑥33.55

藤川　秀幸
⑦34.19

山田喜生男
⑨35.32

江口　　修
⑤33.06

山本　太一
⑩35.50

山田　　哲
⑪37.32〜金沢

第三日 129.2km ①6.29.10 ②6.34.11 ④6.39.37 ③6.37.24 ⑤6.41.58 ⑥6.53.39 ⑦6.53.42 ⑨7.08.35 ⑧7.08.14 ⑩7.22.07 ⑪7.24.24

通算 341.6km ①17.23.23 ②17.28.25 ③17.49.19 ④17.55.06 ⑤17.55.30 ⑥18.30.11 ⑦18.33.42 ⑧19.10.43 ⑨19.18.45 ⑩19.37.09 ⑪19.40.20
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なお，同様の記事は『月刊陸上競技』⑿にも収録されて
いる。
なお記録から見ると，上位チームだけでなく，下位チー

ムも前回大会の記録を更新しており，各チームが能登駅伝
のコースに慣れ，より高度な作戦が立てられるようになっ
たのではないかと考えられる。
また市街地では，交通量が多く，星稜高校の陸上部員が

交通整理に当たったと報じられている。前回大会までの新
聞記事では，高校生が交通整理に当たっているという記
述はなく，第8回大会で初めて大会補助をしたものと見ら
れる。

閉会式の様子について読売新聞11月25日朝刊⒀は次のよ
うに報じている。

能登駅伝の閉会式は24日午後4時から金沢市出羽町の金
沢女子短大講堂で行われ，雪辱を果たした日体大チーム
に，稲置繁男北信越学生陸上競技連盟会長から優勝旗が手
渡された。続いて1日目から3日目までの優勝チームや区
間優勝者，新記録走破者，監督，マネージャーなどにも賞
が贈られた。このあと大会を振り返って坂井敏夫審判長
や木南金太郎石川県陸上競技協会理事らが講評と祝辞の
あと，大会委員長の相原忠英読売新聞北陸支社業務部長

が「事故もなく，無事に終了できたのは皆さんのご支援が
あったから。最近，車が増え，駅伝を中止した大会もある
が，この大会はぜひ続け，今後ますます発展させたい」と
述べ，大会を締めくくった。

まとめに変えて ─ 第8回大会（1975年）の日本経済
と大会運営 ─
1973年（昭和48）10月に勃発した第4次中東戦争によっ

て，中東産油国は石油供給の削減に踏み切った。石油価格
の上昇は，おりから進行していた物価高騰に追い打ちをか
けた。インフレは1973年秋から急速に進行，翌1974年2月
には卸売物価が37％，消費者物価が26％も高騰して，いわ
ゆる「狂乱物価」をもたらした。1974年の経済成長率はマ
イナス0.8％となり，戦後初めてのマイナス成長に陥った。
1975年9月期になっても企業の業績は好転せず，内需の減
退と燃料価格高騰の影響を受けて，鉄鋼，化学，紙パルプ
などの素材産業，海運，工作機械などは大幅な赤字だっ
た。そのため産業界は高度成長時代の贅肉落としのため，
いっせいに減量経営に向かった。企業活動の路線変更は深
刻な雇用不安に発展，この年の完全失業者は100万人の大
台を突破した。1973年11月に始まった景気後退は，1975年
3月が底だった⒁ことが後に判明するが，大会運営がほぼ
順調におこなわれたのはこの第8回大会までであった。
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付記

本論文は，平成28年度金沢星稜大学共同研究費（研究代表者
大久保英哲）の助成を受けている。大久保英哲が全体の構成や
表現を含めた論文作成を統括し，親谷均二と北川潔が，これま
での所蔵資料の中から当時の記録をもとに作成した。その際，
大久保が指導した鈴木仁子（2009）「全日本学生選抜能登半島
一周駅伝競走大会について ─ 第1回開催（1968）から中止（第
10回大会・1977）に至るまでの経緯 ─ 」，平成21年度金沢大学
教育学部卒業論文を基本資料として参考にしている。また2016
年11月19〜21日の3日間，共同研究者（大久保・親谷・櫻井・佐々
木・西村・阿羅）は，親谷の案内で，第10回大会のコース沿い
に現地をトレースし，出発地点，中継点，ゴール地点を確認す
るとともに，コース沿いの住民に当時の駅伝がどのように記憶
されているかの調査を行った。1977年を最後に大会が廃止され
て，本年2017年でちょうど40年。来年2018年は開始からちょう
ど半世紀の50年目に当たる。この節目の期に，これらの成果を
まとめていきたい。関係者諸氏のご指摘，ご叱正，また関係資
料のご提供をお願いしたい。


